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熱流束センサーは、熱エネルギーの移動密度（W/cm2）に比例した直流電圧を出力

します。弊社の製品は米国バージニア工科大学が開発した新しい技術をVatell社で
商品化したもので、大変手軽に高速・高精度で熱流量の測定をすることができます。

特に応答速度の早いこと、センサーからの出力レベルが高いことが特徴で、熱流束

マイクロセンサー（HFM）では、応答速度最高６マイクロ秒を達成しています。

URL E-mail senstech@td6.so-net.ne.jp

〒106-0031 東京都港区西麻布3-24-17  霞ビル4F
TEL: 03-5785-2424  FAX: 03-5785-2323

特 徴

●最高速の応答（約 6μ秒）
●850℃まで外部冷却不要
●低雑音 / 高感度
●熱流束と温度を測定
●伝導、対流、輻射に等感度

使用例

●エンジン内壁の熱伝達状態観察
●ロケットエンジンのトラバース実験
●タービンブレード熱風洞試験
●自動車用エアーバッグ安全性試験
●ジェットエンジンバックファイヤー試験

センサー本体の構造は、薄膜フォイル･ディスクの中心と周囲の温度差を

測定する、差動型熱電対をとなっています。フォイル･ディスクはコンスタンタン

で作られており、銅製の円柱形ヒートシンクに取り付けられています。水冷式

は取付け場所の自由度が高く長時間の測定が可能です。

使用例
●焼却炉・溶鉱炉の熱量測定
●火災実験の際の輻射熱ゲージ
●バーナーなど熱源の校正用基準器
●着火性・燃焼性試験（ISO5657,5658,5660）
●米国連邦航空局のファイヤー･スモークテスト

熱流束マイクロセンサー

ガードン型円形フォイルセンサー

センサーは銅とニッケルのサーモパイルから構成されており、測定対象物

に貼付けて使います。センサーは厚さが0.2mmと薄いので、柔軟性に

富んでおり、直径1インチの円筒形に湾曲させる事が出来ますので、パイプ

などに貼り付けてお使いになるには最適です。

熱流束センサーの校正作業をお引き受けいたします。校正証明書は
米国基準局NISTにトレーサブルです。校正設備の物理的な制約で、
お引き受けできない場合もあります。ご相談ください。

使用例
●電気・電子機器内の発熱・放熱状態測定
●熱交換器の効率測定
●パイプの放熱状況測定

シート状熱流束センサー

熱流束センサー
校正サービス

水冷却型

熱伝導
冷却型
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CAPTEC URL: http://www.techno-office.com/

225-0004 3712-3-206
655-0031 3-14-15-208

TEL. 045 (901) 9861 FAX. 045 (901) 9522
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LaVision

Laser Imaging Solution

High-Speed
Master System

StrainMaster

PlasmaMaster

FlameMaster
EngineMaster

SprayMaster
SizingMaster

FlowMaster
FluidMaster

LIIRayleighRamanPIVLIFMie
Laser Imaging Techniques

Email     fluids@kanomax.co.jp
TEL.     (03)6825-9090 FAX. (03)5371-7680
URL http://www.kanomax.co.jp/fgroup.html

PIV LIF Raman Rayleigh LII
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